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令
和
２
年
９
月
２７
日
、
ス
ト
ッ
プ
い

じ
め
！
ナ
ビ
副
代
表
の
須
永
祐
慈
講
師

の
素
晴
ら
し
い
講
座
﹃
い
じ
め
を
生
む

教
室　

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
知
っ
て

お
き
た
い
デ
ー
タ
と
知
識
﹄
を
受
講
さ

せ
て
頂
き
、
こ
こ
ろ
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

『
い
じ
め
を
生
む
教
室
　
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い

デ
ー
タ
と
知
識
』
を
受
講
し
て

井
関
　
隆
文

講
座
を
通
し
て
須
永
先
生
の
い
じ
め

に
悩
む
子
ど
も
と
保
護
者
を
何
と
か
救

い
た
い
‼
と
い
う
切
実
な
想
い
が
伝
わ

っ
て
来
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
、
い
じ

め
の
問
題
は
、
簡
単
な
話
で
は
な
く
、

非
常
に
複
雑
で
幅
広
く
奥
深
い
問
題
だ

か
ら
こ
そ
、＂
い
じ
め
を
な
く
す
に
は

「
い
じ
め
は
犯
罪
だ
」
な
ど
と
「
お
題

目
」
を
掲
げ
て
も
何
の
防
止
に
も
な
ら

な
い
、
現
実
に
教
室
の
「
空
気
を
変
え
、

い
じ
め
を
生
ま
な
い
」
よ
う
に
防
止
す

る
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
は
出
来
る
ん

だ
！
＂
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う

話
は
、
そ
う
い
う
子
ど
も
と
保
護
者
の

現
場
を
ご
自
身
の
体
験
か
ら
よ
く
ご
存

じ
で
、
い
じ
め
を
な
く
す
こ
と
に
鋭
意

心
を
砕
い
て
来
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
の
言

葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
自
身
た
ま
た
ま
小
学
校
・
中
学

校
と
子
ど
も
た
ち
・
先
生
方
の
様
子
を

近
く
で
拝
見
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

そ
の
時
、「
い
じ
め
の
蔓
延
す
る
教
室

・
学
校
」
か
ら
「
い
じ
め
の
消
え
る
教

室
・
学
校
」
へ
と
、
半
年
か
ら
一
年
位

で
見
事
に
変
貌
さ
せ
た
あ
る
先
生
と
そ

の
小
学
校
の
お
姿
・
取
り
組
み
を
、
間

近
に
拝
見
し
ま
し
た
。
そ
の
先
生
・
学

校
は
、
須
永
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、「
空
気
を
変
え
」
ら
れ
ま
し
た
。

空
気
を
変
え
る
た
め
に
、
気
づ
く
だ
け

で
も
、
２０
項
目
以
上
の
改
革
を
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
要
点
は
「
言
葉
を
明
る
く

す
る
こ
と
」
で
し
た
。
例
え
ば

・
先
生
が
率
先
し
て
の
挨
拶
・
声
か
け

の
取
り
組
み

・
先
生
が
率
先
し
て
の
相
互
讃
嘆
（
先

生
と
子
ど
も
・
子
ど
も
同
士
の
「
い
い

と
こ
み
つ
け
」）
の
取
り
組
み

・
「
死
ね
」「
消
え
ろ
」「
キ
モ
イ
」
な

ど
と
い
う
貧
弱
な
言
葉
で
は
な
く
豊
か

な
表
現
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

・
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
際
に
は
、
即
座

に
先
生
が
子
ど
も
た
ち
同
士
の
誤
解
・

わ
だ
か
ま
り
を
解
消
さ
せ
、
後
に
引
き

づ
ら
せ
な
い

等
々
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
教
室
・
学

校
の
「
空
気
」
が
確
か
に
劇
的
に
代
わ

₁₀日（木）夜　くにたちブッククラブ
� 石川達三『生きている兵隊』
₂₀日（日）昼　C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOXシネマトーク『氷点』
１月５日（火）夜～　日本語教育入門
８日（金）夜　青年講座
� 「ボランティアってなんだっけ？」
₁₀日（日）昼　図書室のつどい
� 「面白くて眠れなくなる恐竜」
₁₆日（土）昼～哲学講座
� 長谷川宏さんと読む「苦海浄土」
₁₇日（日）朝　老いとケア講座
� 「ヤングケアラー」～介護を担う子どもたち～
₂₄日（日）朝～　人権講座
� 「どうして私たちは見た目で判断してしまうのか」
₂₈日（木）夜　図書室のつどい
� 「学ぶことは生きること」

今月の公民館（₁₂月、１月中旬）

　開催の延期や中止など変更がある場合は、公民館入
り口付近への掲示や、ホームページでお知らせいたし
ます。

公民館の状況▶

前月号に引き続き、参加された方々に感想を寄せていただきました。前月号に引き続き、参加された方々に感想を寄せていただきました。
公民館では年間を通してさまざまな主催講座が行われています。今年度公民館では年間を通してさまざまな主催講座が行われています。今年度

は新型コロナウイルス感染症に備えながらの実施となっていますが、講座は新型コロナウイルス感染症に備えながらの実施となっていますが、講座
の雰囲気を味わっていただければと思います。の雰囲気を味わっていただければと思います。

講座参加者の声講座参加者の声

コロナ禍のいじめについて学びました

オンライン視聴もありました
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長谷川宏さんと読む「苦海浄土」
〈哲学講座〉

講　師　長谷川　宏（哲学者）

今年度は石牟礼道子の代表作である「苦海浄土」を取り上
げます。この著書は水俣病を書いたもので、水俣の近くに生
まれた著者が、この病に苦しめられた人々に寄り添い、愛情
や慈しみをもって、書かれています。講読を通じて、哲学の
観点から考えます。
※�テキストの石牟礼道子著『苦海浄土』（講談社他）をご用
意ください

と　き　�１月１６日、２３日、３０日、２月２０日、２７日（全５回）
いずれも土曜日、昼２時～４時

ところ　公民館　地下ホール
追加募集人員　９名（申込先着順）
申込先　１２月９日（水）朝９時～
　　　公民館☎（５７２）５１４１

追加募集

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

り
、
子
ど
も
た
ち
の
普
段
の
表
情
が
明

る
く
変
わ
り
、
出
席
率
が
上
が
り
、
成

績
も
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
に
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
明
る
い

教
室
づ
く
り
を
本
気
で
取
り
組
む
方
々

の
声
が
、
学
校
現
場
、
教
育
委
員
会
、

社
会
一
般
、
教
育
政
策
の
常
識
と
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
中
央
線
沿
線
ゆ
か
り
の
文
学
者

た
ち
と
作
品
」
に
参
加
し
て

北
斗
　
は
る
か

た
ち
と
作
品
」
に
参
加
し
て

９
月
２０
日
「
文
学
作
品
に
描
か
れ
た

中
央
線
沿
線
の
風
景
」、９
月
２７
日
「
文

学
の
な
か
の
国
立
」
と
い
う
講
演
が
元

三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
館
長
矢
野
勝

巳
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
中
央
線
沿
線
の
歴
史
・
文
化
・
自

然
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
文
学

風
景
に
つ
い
て
は
先
行
す
る
文
芸
評
論

家
た
ち
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
磯
田
光

一
﹃
思
想
と
し
て
の
東
京
﹄、
柄
谷
行

人
﹃
日
本
近
代
文
学
の
起
源
﹄、
前
田

愛
﹃
都
市
の
な
か
の
文
学
﹄、
川
本
三

郎
﹃
そ
れ
ぞ
れ
の
東
京
﹄
な
ど
で
す
。

そ
れ
ら
の
人
々
の
仕
事
を
ふ
ま
え
な
が

ら
話
は
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
レ
ジ
ュ

メ
で
は
奥
野
健
男
と
川
本
三
郎
の
文
章

が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「＂
名
作
の
旅

と
か
＂＂
文
学
散
歩
＂
と
か
い
う
趣
味

的
な
観
点
と
は
違
う
強
烈
な
感
銘
を
風

土
、
風
景
に
覚
え
始
め
た
。
文
学
者
の

思
想
や
気
質
や
美
意
識
、
文
学
作
品
の

基
調
に
な
っ
て
い
る
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
、

深
層
意
識
は
、
そ
の
風
土
や
風
景
と
密

接
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
」（
奥
野

健
男
﹃
文
学
に
お
け
る
原
風
景　

原
っ

ぱ
・
洞
窟
の
幻
想
﹄）。
一
方
、
川
本
三

郎
は
「
私
は
そ
う
し
た
人
と
人
と
の
関

係
よ
り
も
、
人
間
た
ち
が
生
き
る
場
所
、

環
境
、
風
景
の
ほ
う
に
興
味
を
持
つ
。

主
人
公
が
ど
う
い
う
場
所
で
生
き
て
い

る
の
か
、
日
常
生
活
の
な
か
で
ど
う
い

う
風
景
を
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
風
景
を
見
た
時
に
何
を
感

じ
と
る
の
か
。」（﹃
言
葉
の
な
か
に
風

景
が
立
ち
上
が
る
﹄）
文
学
に
お
け
る

風
景
に
つ
い
て
考
え
る
時
の
最
も
重
要

な
視
点
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
前

提
に
立
ち
、
中
央
線
沿
線
ゆ
か
り
の
文

学
者
た
ち
と
作
品
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
ゆ
か
り
の
文
学
者
が
多
数
お

ら
れ
て
驚
き
で
す
。
三
鷹
市
に
晩
年
住

ま
い
作
品
を
書
い
て
い
た
太
宰
治
。
太

宰
治
は
今
、
禅
林
寺
で
永
遠
の
眠
り
に

つ
い
て
い
ま
す
。
６
月
１９
日
の
桜
桃
忌

に
は
今
で
も
若
い
人
達
が
お
参
り
に
訪

れ
て
い
ま
す
。
自
分
も
高
校
生
の
時
に
、

太
宰
の﹃
人
間
失
格
﹄﹃
斜
陽
﹄﹃
津
軽
﹄

な
ど
を
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
で
い
ま
し

た
。
２０
歳
の
頃
、
１１
月
３
日
に
太
宰
の

お
墓
に
お
参
り
し
ま
し
た
。
自
分
以
外
、

誰
も
人
は
お
ら
ず
静
寂
そ
の
も
の
。
上

を
見
上
げ
る
と
秋
の
澄
み
わ
た
っ
た
空

が
青
々
と
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で

も
そ
の
時
の
こ
と
を
鮮
烈
に
思
い
出
し

ま
す
。

中
央
線
沿
線
の
ゆ
か
り
の
文
学
者
を
、

有
名
な
人
だ
け
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

井
伏
鱒
二
、
大
岡
昇
平
、
吉
村
昭
。
作

家
活
動
続
行
中
の
人
、
村
上
春
樹
、
桐

野
夏
生
、
山
田
詠
美
、
三
浦
し
を
ん
、

角
田
光
代
、
髙
村
薫
、
井
上
荒
野
、
又

吉
直
樹
。
そ
の
人
達
の
文
章
を
引
用
す

る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
の
は
残
念
で
す
。

２
回
目
の
講
座
は
「
文
学
の
な
か
の
国

立
」
で
し
た
。
嵐
山
光
三
郎
、
小
島
信

夫
、
山
口
瞳
、
多
和
田
葉
子
な
ど
が
住

ん
で
い
た
ら
し
く
、
ま
た
、
辻
井
喬
、

赤
川
次
郎
、
田
中
康
夫
な
ど
が
国
立
の

学
校
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
、
講
座
で

は
、
こ
こ
に
名
前
を
あ
げ
た
文
学
者
た

ち
が
国
立
の
街
を
描
い
た
作
品
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

矢
野
勝
巳
氏
の
話
は
中
央
線
沿
線
に

ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
た
ち
に
対
す
る
深

い
思
い
と
、
街
に
対
す
る
愛
情
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
よ
く
ぞ
こ
れ
だ
け
多

く
の
文
学
者
と
作
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

矢
野
氏
の
話
を
聞
き
、
野
川
公
園
や

国
立
の
街
を
歩
く
と
、
そ
の
場
所
に
ゆ

か
り
の
文
学
者
や
作
品
内
容
が
思
い
浮

か
ん
で
き
て
、
と
て
も
興
味
深
く
魅
力

あ
ふ
れ
る
講
演
で
し
た
。
こ
れ
は
一
冊

の
本
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
３
回
目
の
講
座
で
視
聴
し
た

﹃
居
酒
屋
兆
治
﹄
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
も

初
め
て
見
る
も
の
で
面
白
い
も
の
で
し

た
。
出
演
し
て
い
た
俳
優
陣
も
い
い
味

を
出
し
て
い
ま
し
た
。
上
映
後
の
山
口

正
介
氏
の
お
話
も
と
て
も
興
味
深
い
も

の
で
し
た
。

３
回
に
わ
た
る
連
続
講
座

は
実
に
刺
激
的
な
講
座
で
し

た
。

中央線沿線ゆかりの作家をご紹介いた
だきました

『居酒屋　兆治』には国立市の風景
がたくさん登場します

今年度４月号掲載の

記事で申し込まれた

方は、改めての申込み

は不要です。
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学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

暮らしの中に潜む差別や偏見について考える人権講座。
“きれい、かっこいい”や“ダサい、イケてない”など外見で
人を評価したり、評価されることで生きづらさやモヤモヤ
を感じていませんか。講座を通して、その正体が何である
かを発見し、自分と社会の関係について考えていきます。
第１回は、個人がもつ一面的な美意識について、美容を
通して考えます。誰のための美容か。そのときの気分や目
指す姿などの思いを大事にして、“自分がこれでいい”と思
える容姿との向き合い方について学びます。
第２回は、差別や偏見を隠した「ずるい言葉」について
取り上げます。暮らしの中で出会う、モヤモヤする言葉の
問題点に気づき、そんな「ずるい言葉」への向き合い方を
考えます。
第３回は、社会に漂う「美醜評価」について学び、ワー
クショップを通して「私たちは普段、どのような場面で、
どのような美醜の評価をしてしまっているのか」について
考えます。
３回の講座を通して、暮らしの中にあるモヤモヤや生き
づらさの正体を探求しましょう。

講　師　堀越　栄子�
� （日本女子大学名誉教授、一般社団法人日本ケアラー連盟）

「ヤングケアラー」とは、家族に介護を要する人がいる
場合に、大人が担うような介護の責任を引き受け、家事や
家族の世話、介護などを行っている１８歳未満の子どものこ
とを指します。超高齢化社会を迎え、家族の介護を担う子
どもたちが増えつつあることをみなさんはご存じですか？
彼らは、社会で見えづらい存在と言われています。「子
どもが介護をしているはずがない」「手伝いはいいこと」
として発見されにくく、また「他人に知られたくない」
「話しても共感してもらえない」と、自身や家族の困難さ
を語ることができず孤立しがちです。彼らは日々、どのよ
うに過ごしているのでしょうか。
本講座では、ヤングケアラーの現状と課題について学
び、若い世代の進路選択や家族と地域に関わるケアのあり
方について、私たちがどう向き合うべきか考えます。

と　き　１月１７日（日）朝１０時～昼１２時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　会場受講：１５名、オンライン受講：３０名
申込先　１２月１１日（金）朝９時～１月１４日（木）夕５時

お　話　副島　賢
まさ

和
かず

（昭和大学）

ケガや病気で入院している子どものために設置された病
院内の病弱・身体虚弱特別支援学級（院内学級）。
「病気の子ども」と聞くと、まずは治療に専念を……と
思うかもしれませんが、副島さんは「子ども達がどんな状
態であっても、学ぶことは生きること」であるといいま
す。入院生活という非日常の中に日常を淡々と用意し、子
ども達は遊びや学びを通して治療に向かうエネルギーをた
めています。院内学級で出会った子ども達、それを取り巻
く大人たちのエピソードをご紹介いただきながら、人との
関わり方が変化しているコロナ禍の今、子どもの学びの保
障について考えます。

〈副島さんの本〉
『はなれていても、だいじょうぶ―今こそ伝えたい、院内
学級で教員として学んだこと』（学研教育みらい）ほか

と　き　１月２８日（木）夜７時～９時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　会場受講：３０名、オンライン受講：３０名
申込先　１２月１０日（木）朝９時～１月２２日（金）

◆第１回　美容は自尊心の筋トレ
　　講　師　長田　杏奈（美容ライター）
　　と　き　１月２４日（日）朝１０時～昼１２時

◆第２回　あなたを閉じ込める『ずるい言葉』
　　　　　～自分らしく生きていく強さとは？～
　　講　師　森山　至

のり

貴
たか

（早稲田大学）
　　と　き　２月１３日（土）朝１０時～昼１２時

◆第３回　ルッキズム（外見差別）を考える
� ～見た目で判断することはなぜ差別の問題なのか～
� （ワークショップ有り）
　　講　師　西倉　実季（和歌山大学）
　　と　き　２月２７日（土）昼１時～４時

ところ　公民館　３階講座室
定　員　会場受講：１５名、オンライン受講：３０名
　　　　（原則３回続けて参加できる方、申込先着順）
申込先　１２月９日（水）朝９時～１月２１日（木）夕５時

人権講座（連続３回）
『どうして私たちは見た目で判断してしまうのか』

“綺麗”や“かっこいい”との向き合い方

申込先　オンライン受講： sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp　　会場受講：公民館☎（５７２）５１４１
　　　　　　オンライン受講に関する参加方法の詳細は、前日までにメールいたします。
オンライン受講での視聴にあたって…当日、参加者側の環境での接続や音声の不備についてのお問い合わせに関しま
しては、対応することができませんので、あらかじめご了承ください。

オンライン受講が可能な講座についてオンライン受講が可能な講座について

オンライン
受講可能

オンライン
受講可能

“ヤングケアラー”
～介護を担う子どもたち～

――学ぶことは生きること学ぶことは生きること――
院内学級から考える、子どもの学び院内学級から考える、子どもの学び

〈〈図書室のつどい図書室のつどい〉〉

オンライン
受講可能
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。

国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
（
以
下
、

公
運
審
）
は
市
民
や
専
門
家
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
２
年
間
の
任
期
で
月
１
回
定

例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
公
民
館
に
市

民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
会
で
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
今
期
は
公

民
館
長
か
ら
諮
問
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
お
、市
民
団
体
か
ら【
２
】

【
４
】【
６
】
の
審
議
に
関
わ
る
要
望

書
８
件
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
私
た
ち

が
議
論
し
て
き
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

【
１
】
職
員
体
制
の
充
実
を
求
め
る

要
望
書
を
市
長
と
教
育
長
に
提
出

過
去
１２
年
間
で
正
規
職
員
が
減
少
し
、

社
会
教
育
主
事
資
格
を
持
つ
職
員
数
も

減
少
し
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
、
事
業

の
質
を
保
ち
な
が
ら
、
現
代
社
会
の
抱

え
る
諸
問
題
に
対
応
す
る
問
題
意
識
を

も
っ
た
職
員
を
育
て
る
体
制
を
切
望
し
、

２
０
１
９
年
１
月
と
翌
年
１
月
に
職
員

体
制
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書
を
市
長

と
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

【
２
】
第
９
次
地
方
分
権
一
括
法
の
成

立
に
伴
う
、
公
民
館
の
所
管
に
関
す

る
要
望
書
を
市
長
と
教
育
長
に
提
出

２
０
１
９
年
５
月
の
第
９
次
地
方
分

権
一
括
法
の
成
立
に
伴
う
、
公
民
館
を

首
長
部
局
の
所
管
と
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
制
度
改
正
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。
教
育
行
政
は
一
般
行
政
か
ら
独

立
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
原
則
を
損

な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
社
会
教
育

の
専
門
的
な
職
員
体
制
を
維
持
す
る
こ

と
、
国
立
市
が
守
っ
て
き
た
社
会
教
育

行
政
を
弱
体
化
さ
せ
な
い
こ
と
の
３
点

を
大
事
な
点
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

従
っ
て
、
国
立
市
に
お
い
て
は
、
公
民

館
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
所
管
を
今
後

も
継
続
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
求
め

る
要
望
書
を
２
０
１
９
年
１２
月
に
市
長

と
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

【
３
】
公
民
館
職
員
と
共
に
、
公
民

館
主
催
の
社
会
教
育
学
習
会
を
開
催

３
名
の
委
員
を
中
心
に
社
会
教
育
学

習
会
を
企
画
し
、
２
０
１
９
年
１２
月
５

日
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
市
の
状
況
分

析
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
市
民
の
暮
ら
し

と
公
民
館
の
今
後
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
初

め
て
の
参
加
者
も
多
く
、
講
演
を
も
と

に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
公
民
館

が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
多
様
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
４
】
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と

市
民
の
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て
検
討

公
運
審
に
対
し
て
、「
公
民
館
活
動

を
更
に
豊
か
に
育
む
た
め
に
、
公
運
審

委
員
と
多
く
の
市
民
が
自
由
に
懇
談
す

る
機
会
が
必
要
だ
」
と
い
う
要
望
を
い

た
だ
き
、
実
施
の
可
否
や
方
法
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
開
催
す
る
に

は
市
民
に
周
知
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

や
思
い
を
持
つ
市
民
が
集
ま
り
、
意
見

を
交
わ
す
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
、
広
報
の
仕
方
、
会
を
ど
う

組
織
す
る
か
、
テ
ー
マ
設
定
が
必
要
か

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
定
例

会
の
中
止
も
あ
り
、
具
体
化
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

【
５
】
会
場
使
用
マ
ナ
ー
の
問
題
と
利

用
者
数
把
握
の
是
非
に
つ
い
て
検
討

館
長
か
ら
、
会
場
使
用
後
の
片
付
け

マ
ナ
ー
を
改
善
し
、
実
際
の
利
用
者
数

を
把
握
す
る
た
め
、
団
体
に
て
会
場
使

用
後
に
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
記
入
し
、

利
用
者
数
を
報
告
し
て
も
ら
う
案
が
諮

ら
れ
た
た
め
検
討
し
ま
し
た
。

使
用
方
法
に
つ
い
て
、
市
民
自
治
を

進
め
る
た
め
に
、
公
民
館
が
公
民
館
利

第第
３２３２
期　

公
民
館
運
営
審
議
会

期　

公
民
館
運
営
審
議
会

活　

動　

の　

ま　

と　

め

活　

動　

の　

ま　

と　

め

（
任
期　
２
０
１
８
年

（
任
期　
２
０
１
８
年
１１１１
月
１
日
か
ら
２
０
２
０
年

月
１
日
か
ら
２
０
２
０
年
１０１０
月月
３１３１
日
ま
で
）

日
ま
で
）

第
３２
期
公
運
審　

活
動
記
録

１８
・
１１
・
１３　

�

［
第
１
回
定
例
会
］委
嘱
状
伝
達
。
教
育
長
挨
拶
。
委
員
自
己
紹
介
。
委
員
長
、

副
委
員
長
を
選
出
で
き
ず
。
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
を
選
出
。

１２
・
１１　

［
第
２
回
定
例
会
］
委
員
長
、
副
委
員
長
選
出
。
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議

会
（
以
下
、
都
公
連
）
委
員
選
出
。
社
会
教
育
学
習
会
担
当
選
出
。
委
員
研

修
（
講
師
・
大
串
隆
吉
氏
）「
公
民
館
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
」。

１９
・
１
・
８　

�

［
第
３
回
定
例
会
］
委
員
研
修
（
講
師・大
串
隆
吉
氏
）「
な
ぜ
杉
並
区
立
公

民
館
で
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
が
始
ま
っ
た
の
か
」。
職
員
体
制
の
充
実
を

求
め
る
要
望
に
つ
い
て
検
討
。

１
・
３０　

「
国
立
市
公
民
館
職
員
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」
を
市
長
・
教
育
長
に
提
出
。

２
・
３　

都
公
連
第
５５
回
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
（
講
師
・
牧
野
篤
氏
）。
委
員
９

名
参
加
。

２
・
１２　

［
第
４
回
定
例
会
］
前
半
、
市
民
に
と
っ
て
望
ま
し
い
館
長
・
職
員
体
制
に

つ
い
て
教
育
長
と
意
見
交
換
。
後
半
、
館
長
人
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
。

３
・
２７　

［
第
５
回
定
例
会
］
委
員
研
修
（
講
師
・
大
串
隆
吉
氏
）「
町
の
政
治　

べ

ん
き
ょ
う
す
る
お
母
さ
ん
」。

４
・
９　

［
第
６
回
定
例
会
］
委
員
研
修
（
講
師
・
青
山
鉄
兵
氏
）「
公
民
館
運
営
審

議
会
の
役
割
を
考
え
る
た
め
に
」。

４
・
２３　

都
公
連
総
会
。
委
員
３
名
出
席
。

５
・
１４　

［
第
７
回
定
例
会
］
第
２３
期
国
立
市
社
会
教
育
委
員
を
採
決
に
よ
り
選
出
。

平
成
３０
年
度
事
業
報
告
、
令
和
元
年
度
予
算
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
館
長
よ
り
説
明
。

６
・
１１　

［
第
８
回
定
例
会
］
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
館
長
よ
り
報

告
を
受
け
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
。

７
・
９　

［
第
９
回
定
例
会
］
令
和
元
年
度
事
業
に
対
す
る
質
疑
。
市
民
団
体
か
ら
提

出
さ
れ
た
要
望
書
に
つ
い
て
、
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
。

８
・
１３　

［
第
１０
回
定
例
会
］
各
委
員
か
ら
所
属
団
体
の
活
動
を
報
告
、
学
び
あ
い
。

９
・
７　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・
越
村
康
英
氏
）。
委
員
４
名
参
加
。

９
・
１０　

［
第
１１
回
定
例
会
］
委
員
研
修
（
講
師・青
山
鉄
兵
氏
、
大
串
隆
吉
氏
）「
第

９
次
地
方
分
権
一
括
法
成
立
に
つ
い
て
」。

１０
・
８　

［
第
１２
回
定
例
会
］
委
員
研
修
（
継
続
）。
市
民
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
要

望
書
の
対
応
に
つ
い
て
議
論
。

１１
・
１２　

［
第
１３
回
定
例
会
］
社
会
教
育
学
習
会
に
つ
い
て
検
討
。
職
員
体
制
の
充
実

を
求
め
る
要
望
に
つ
い
て
、
公
民
館
の
所
管
に
係
る
要
望
書
に
つ
い
て
議
論
。

１２
・
５　

社
会
教
育
学
習
会
「
国
立
を
見
え
る
化
す
る
―
デ
ー
タ
で
知
る
地
域
―
」
を

公
民
館
と
共
同
主
催
し
、
委
員
１２
名
参
加
。

１２
・
１０　

［
第
１４
回
定
例
会
］
社
会
教
育
学
習
会
の
振
り
返
り
。
職
員
体
制
の
充
実
を

求
め
る
要
望
書
お
よ
び
公
民
館
の
所
管
に
係
る
要
望
書
の
内
容
を
確
認
。

１２
・
１２　

公
民
館
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
所
管
を
継
続
す
る
べ
き
で
あ
る
旨
の
要
望
書

を
教
育
長
に
提
出
。
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

用
者
団
体
連
絡
会
（
公
利
連
）
等
と
協

力
し
て
周
知
を
図
り
つ
つ
、
団
体
同
士

で
話
し
合
い
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

基
本
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

実
際
の
利
用
者
数
の
報
告
は
公
民
館

が
市
民
の
学
習
活
動
を
管
理
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
公
民
館
事
業
の
価
値
は

利
用
者
数
で
は
測
れ
な
い
も
の
な
の
で

反
対
だ
と
い
う
意
見
に
対
し
、
活
動
の

実
際
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
公
民
館
の

運
営
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
必
要
だ

と
い
う
相
反
す
る
意
見
が
出
ま
し
た
。

た
だ
し
、
利
用
者
数
の
み
が
公
民
館
運

営
の
評
価
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
常
に
公
民
館
の
目
的
・
理

念
に
基
づ
い
た
評
価
の
あ
り
方
が
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
は
共
通

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
目
標

数
を
定
め
る
と
き
は
公
運
審
に
諮
る
べ

き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

【
６
】
館
長
人
事
に
関
す
る
意
見
交
換

２
０
１
９
年
と
翌
年
２
月
の
定
例
会

に
、
館
長
人
事
に
つ
い
て
公
運
審
の
意

見
を
聞
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
教
育

長
が
参
加
し
ま
し
た
。
公
民
館
長
の
任

命
に
際
し
、
公
運
審
の
意
見
を
聞
く
こ

と
を
定
め
た
国
立
市
公
民
館
庶
務
規
則

第
３
条
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
十
分

な
話
し
合
い
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
７
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
民
館

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

中
で
、
都
の
要
請
お
よ
び
市
の
方
針
等

を
踏
ま
え
、
公
民
館
が
約
２
か
月
閉
館

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
同
様
の
状

況
が
生
じ
た
場
合
に
公
民
館
が
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
、
以
下
の
よ
う

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①　

公
民
館
閉
館
に
よ
り
市
民
の
自
主

的
な
学
び
の
場
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
危

惧
し
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
置
か
れ

た
人
の
た
め
に
公
民
館
が
果
た
す
役
割

は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
公
民

館
が
閉
館
し
て
誰
が
一
番
困
っ
た
の
か
、

調
査
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

②　

非
常
事
態
の
際
の
学
習
権
の
保
障

と
市
民
の
命
を
守
る
使
命
の
せ
め
ぎ
あ

い
の
中
で
、
何
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
例

え
ば
管
理
者
責
任
（
公
民
館
）
と
自
己

責
任
（
市
民
）
に
つ
い
て
、
ま
た
感
染

の
危
険
に
晒
さ
れ
る
職
員
の
権
利
に
つ

い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、

全
国
公
民
館
連
合
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
専
門
家
の
見
解
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
民
と
公
民
館
が
と
も
に
考
え
て
い
く

場
が
あ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

③　

休
館
の
判
断
の
根
拠
と
、
休
館
に

際
し
館
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
記
録
し
て
お
き
、
同
様
の
事
態
が

生
じ
た
と
き
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る

態
勢
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

④　

平
常
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
な
ど
、

公
民
館
で
講
座
等
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
に
役
立
つ
講
座
を
実
施
し
て
お
く
と

良
い
。
ま
た
公
民
館
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

情
報
発
信
で
き
る
よ
う
な
設
備
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
も
今
後
重
要
に
な
る
。

⑤　

公
民
館
だ
け
を
市
民
の
学
習
の
場

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
館
外
で
の
自

主
的
な
学
習
な
ど
を
含
め
て
柔
軟
に
考

え
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

⑥　

広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
平
時

か
ら
考
え
て
お
き
、
慌
て
ず
に
対
処
で

き
る
よ
う
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑦　

非
常
事
態
こ
そ
、
市
民
の
不
安
や

知
り
た
い
に
答
え
る
公
民
館
と
し
て
機

能
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

⑧　

図
書
館
や
郷
土
文
化
館
と
情
報
交

換
を
し
、
今
後
に
備
え
る
。

第
３２
期
公
民
館
運
営
審
議
会

三
好
紀
子
（
委
員
長
）、青
山
鉄
兵
（
副

委
員
長
）、
天
野
聖
子
、
池
田
祐
子
、

今
村
和
義
、
大
串
隆
吉
、
隈
井
裕
之
、

末
光
翔
、
高
野
宏
、
龍
野
瑤
子
、
田
中

圭（
２
０
１
９
年
３
月
ま
で
若
林
秀
一
）、

鴇
田
美
緒
、
富
田
和
枝
、
深
川
彌
生
、

山
根
浩
子

・�

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部

会
委
員　

今
村
和
義

・�「
公
民
館
だ
よ
り
」
編
集
研
究
委
員

末
光
翔
、
鴇
田
美
緒
、
山
根
浩
子

・
社
会
教
育
学
習
会
担
当

天
野
聖
子
、
高
野
宏
、
龍
野
瑤
子

・
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員

富
田
和
枝

２０
・
１
・
５　

�

「
公
民
館
だ
よ
り
」
に
「
第
９
次
地
方
分
権
一
括
法
成
立
に
伴
う
今
後
の
公

民
館
の
所
管
に
関
す
る
要
望
書
」
掲
載
。

１
・
１４　

［
第
１５
回
定
例
会
］
職
員
体
制
の
人
事
要
望
に
つ
い
て
議
論
。

１
・
２８　

「
国
立
市
公
民
館
職
員
人
事
に
関
す
る
要
望
書
」
を
市
長
・
教
育
長
に
提
出
。

２
・
１　

都
公
連
第
５６
回
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
（
講
師
・
佐
藤
一
子
氏
）。
委
員

７
名
参
加
。

２
・
１１　

［
第
１６
回
定
例
会
］
前
半
、
市
民
に
と
っ
て
望
ま
し
い
館
長
・
職
員
体
制
に

つ
い
て
教
育
長
と
意
見
交
換
。
後
半
、
会
場
使
用
マ
ナ
ー
の
問
題
と
利
用
者

数
把
握
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
。

〈
第
１７
回
～
第
１９
回
定
例
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
〉

３
・
２６　

委
員
長
よ
り
第
１７
回
定
例
会
中
止
に
つ
い
て
連
絡
。

４
・
４　

館
長
よ
り
４
月
４
日
㈯
及
び
５
日
㈰
臨
時
休
館
に
つ
い
て
メ
ー
ル
で
報
告
。

４
・
７　

館
長
よ
り
４
月
９
日
～
５
月
６
日
ま
で
の
休
館
に
つ
い
て
メ
ー
ル
で
報
告
。

４
・
１０　

委
員
長
及
び
副
委
員
長
よ
り
第
１８
回
定
例
会
中
止
の
お
知
ら
せ
及
び
こ
れ
ま

で
議
論
し
て
き
た
論
点
に
つ
い
て
各
自
意
見
を
ま
と
め
て
お
く
よ
う
お
願
い

を
メ
ー
ル
で
送
信
。

５
・
８　

館
長
よ
り
「
国
立
市
公
民
館
が
休
館
に
至
っ
た
経
緯
お
よ
び
、
現
在
の
公
民

館
の
取
り
組
み
等
」
連
絡
。

５
・
８　

委
員
長
及
び
副
委
員
長
よ
り
第
１９
回
定
例
会
中
止
の
連
絡
と
会
議
の
代
替
案

を
各
委
員
が
考
え
て
お
く
よ
う
「
非
常
事
態
宣
言
に
よ
る
閉
館
状
況
で
公
民

館
に
期
待
す
る
働
き
と
発
信
な
ど
」
書
面
で
提
案
。

６
・
９　

［
第
２０
回
定
例
会
］
４
月
９
日
～
６
月
１
日
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
閉
館
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
館
長
よ
り
説
明
。
令
和
元

年
度
事
業
報
告
。

７
・
１４　

［
第
２１
回
定
例
会
］
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て
館
長
よ
り
報
告
を
受
け
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
公
民
館
に
つ
い
て

議
論
。

８
・
１１　

［
第
２２
回
定
例
会
］
第
３２
期
「
活
動

の
ま
と
め
」
検
討
。
公
民
館
休
館
に

つ
い
て
の
公
民
館
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

に
つ
い
て
館
長
よ
り
説
明
。

９
・
８　

［
第
２３
回
定
例
会
］
第
３２
期
「
活
動

の
ま
と
め
」
検
討
。
市
民
団
体
か
ら

提
出
さ
れ
た
要
望
書
の
対
応
に
つ
い

て
議
論
。

１０
・
１３　

［
第
２４
回
定
例
会
］
第
３２
期
「
活
動

の
ま
と
め
」
最
終
確
認
。
第
３２
期
の

ふ
り
返
り
。

１０
・
２４　

都
公
連
委
員
部
会
研
修
会
（
講
師
・

安
藤
聡
彦
氏
）。
委
員
４
名
参
加
。
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

監督　山本薩夫　原作　三浦綾子　脚本　水木洋子
出演　�若尾文子、安田道代、船越英二、山本圭、津川雅

彦、森光子、成田三樹夫　ほか

幼い愛娘が殺された時に妻が浮気相手と密会していたこ
とを知った医師は、妻への復讐のため、犯人の幼い娘を、
真実を隠して養女に迎える。やがて、そのことを知った妻
と娘は……。複雑で異常な愛憎関係を通して人間の「原罪」
について問いかけた三浦綾子のベストセラー小説を、若尾
文子主演で映画化。巨匠・山本薩夫が原作の持ち味を充分
に生かす確かな演出力で、見応えのある作品に仕上げた。

〈シネマトーク〉
「日本の家族映画いまむかし」北里　宇一郎（脚本家）

上映終了後、脚本家の北里宇一郎さんに日本の家族をテ
ーマにした映画について、お話をうかがいます。

と　き　１２月２０日（日）昼２時～夕５時（開場１時）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　３５名（申込先着順）
申込先　１２月９日（水）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１
＊�事前申し込み制となっています。必ず電話もしくは窓口
にて事前にお申し込み下さい。
＊�新型コロナウィルス感染予防のため、途中で１０分程度、
換気のため休憩を設けます。ご了承下さい。

〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス

INEVOXINEVOX　シネマトーク〉　シネマトーク〉

『氷　点』『氷　点』
1966年　大映東京　白黒　96分　※ＤＶＤ版1966年　大映東京　白黒　96分　※ＤＶＤ版

〈くにたちブッククラブ　空間を超えて世界と向きあう文学〉〈くにたちブッククラブ　空間を超えて世界と向きあう文学〉

石川達三『生きている兵隊』石川達三『生きている兵隊』
（中公文庫）（中公文庫）

講　師　山岸　郁子（日本大学・日本近代文学）

と　き　１２月１０日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　３０名（今年度すでに申込済の方は申込不要です。）
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊�この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が「読
み」を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

公民館運営審議会は、市民の立場から公民館事業などに
ついて調査・審議する委員会です。

第33期国立市公民館運営審議会発足第33期国立市公民館運営審議会発足

（注）１：学校教育関係者　２：社会教育関係者
　　 ３：家庭教育関係者　４：学識経験者

任期：Ｒ．２．１１．１～Ｒ４．１０．３１（※の委員はＲ２．１２．１～）

氏　　名 所属・役職（推薦団体・機関）

１ 田中　圭　 国立市立小・中学校副校長会

２

※野口泰寛 シニアカレッジ３

幸島　裕子 障害をこえてともに自立する会

末光　翔　 青年室利用者連絡会

山根　浩子 公民館利用者連絡会

矢野　勝巳 文学講座連絡会

木島　香織 なかなかいいね！プロジェクト「なか
なかいい会」

隈井　裕之 くにたち地域コラボ

西尾　万樹 くにたちエッチングの会　ぷれす・る

池田　祐子 KUNIFA日本語サポート

鴇田　美緒 ひらやの里

高野　宏　 国立市商工会

３ 山口千恵子 民生委員・児童委員

４
長澤　成次 千葉大学名誉教授、放送大学千葉学習

センター所長

江頭　晃子 和光大学非常勤講師

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

１１
月
１０
日
（
火
）
第
３３
期
第
１
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
教
育
長
、

館
長
、
職
員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
９
名
。

は
じ
め
に
教
育
長
か
ら
各
委
員
に
委

嘱
状
を
伝
達
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
た
め
机
上
配
布
。
任

期
は
令
和
４
年
１０
月
３１
日
ま
で
の
２
年

間
）。
教
育
長
挨
拶
で
は
、
文
教
地
区

運
動
か
ら
国
立
市
公
民
館
の
建
設
に
至

る
歴
史
に
つ
い
て
の
話
等
が
あ
っ
た
。

各
委
員
の
自
己
紹
介
の
後
、
委
員
長
、

副
委
員
長
等
の
選
出
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
委
員
長
の
互
選
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
１
名
の
候
補
者
が
あ
が
っ
た
が

本
人
の
同
意
を
得
ら
れ
ず
、
検
討
し
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、
副
委

員
長
・
社
会
教
育
学
習
会
担
当
、
社
会

教
育
委
員
の
会
委
員
の
選
出
と
合
わ
せ
、

次
回
定
例
会
で
引
き
続
き
審
議
の
予
定
。

公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
に
は
、

池
田
祐
子
氏
、
鴇
田
美
緒
氏
、
西
尾
万

樹
氏
、
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
委

員
部
会
委
員
に
は
山
根
浩
子
氏
が
選
出

さ
れ
た
。

報
告
事
項

〇
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

１１
月
号
「
講
座
参
加
者
の
声
」
は
学

習
支
援
参
加
者
募
集
記
事
と
連
動
し
て

〇
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

１０
月
２４
日
実
施
の
研
修
は
積
極
的
な

質
疑
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

〇
社
会
教
育
委
員
の
会

「
適
切
な
事
業
評
価
方
法
の
検
討
」

に
つ
い
て
検
討
。
４
月
に
意
見
を
教
育

長
に
提
出
す
る
予
定
。

次
回
、
１２
月
８
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。
（
公
民
館
）
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

地域で日本語を学んでいる外国にルーツのある方々に、
日本語を教えてみたいと考えている方のための講座です。
日本語を教える際に必要なことを、理論・実践の両方から
学んでいきます。（全８回）
※�講座終了後に、日本語サポートボランティアの活動内容
について紹介があります。

◆総論篇：１月５日（火）
～地域の日本語ボランティアの役割とは～

講　師：�林川　玲子
（東京日本語ボランティア・ネットワーク）

◆体験篇：１月１２日（火）
～日本語学習者の気持ちになってみよう～

講　師：�ムラドリ　アイダン
（一橋大学　言語社会研究科修了生）

お　話　�平山　廉
（古生物学者／早稲田大学国際学術院教授）

恐竜ってどんな生き物？誰も見たことのない恐竜の
真の姿を解き明かすべく、今日も恐竜の研究は発展し
続けています。化石を手掛かりに、現在の生物と比較
しながら恐竜について解き明かしていく様子は、まる
で謎解きのよう。
今回は、外観や生態、絶滅理由など、研究の進化と
ともに変化し続ける恐竜像について、また、そこから
分かる私たち生物を取り巻く環境について、著者であ
る平山さんにお話しいただきます。

〈平山さんの本〉
表題作（ＰＨＰ研究所）、『新説恐竜学』（カンゼン）、『カ
メの来た道』（日本放送出版協会）ほか

と　き　１月１０日（日）昼２時～４時
ところ　公民館 地下ホール　定員 ４０名（申込先着順）
申込先　１２月１７日（木）朝９時～

公民館☎（５７２）５１４１

お　話　猪瀬　浩平（明治学院大学）

みなさんは、「ボランティア」に興味はあります
か？
「参加する意味はあるの？」「自己満足じゃな
い？」「世界のためになっているの？」……。私た
ちはなぜお金の支払われない活動をやりたいと考え
るのでしょうか。あるいは、どうして“意識高い
系”がやることだと敬遠してしまうのでしょうか。
ボランティア学の教鞭をとり、し

ょうがいのある人もない人も色々な
人が関わる埼玉の見沼田んぼでボラ
ンティアの実践をしている猪瀬さん
に、そんなボランティアをめぐる疑問を現場の視点
から「生真面目」ではなく「非真面目」に解きほぐ
していただきます。
「ボランティアってなんだっけ？」から始まる、
その奥行きと面白さを知る旅に出かけましょう。

と　き　１月８日（金）夜７時半～９時半
ところ　�公民館　地下ホール
定　員　４０名（申込先着順）
対　象　高校生～３０歳代くらいまで
申込先　１２月１１日（金）朝９時～
　　　　公民館☎（５７２）５１４１

＊�公民館では、青年室や「喫茶わいがや」など様々
な活動にボランティアの青年が関わっています。
「青年講座」は、そんな若者が企画した講座です。

◆理論篇：１月１９日、２６日、２月２日（火）
～日本語教育のための文法事項や文型について～

講　師：庵
いおり

　功雄（一橋大学・日本語教育）

◆実践篇：２月９日、１６日、３月２日（火）
～地域日本語教室の現状理解と実践演習～

講　師：志村　ゆかり（一橋大学・日本語教育）

と　き　いずれも火曜日、夜７時～９時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　１２名（申込先着順）
　　　　＊国立市民・全回参加できる方を優先します。
費　用　テキスト代実費　※２，２００円程度
� （『にほんごこれだけ！１・２』ココ出版）
申込先　１２月８日（火）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

地域で日本語支援をしたい人のための地域で日本語支援をしたい人のための

日本語教育入門日本語教育入門

〈若者対象・青年講座〉

ボランティアってなんだっけ？

　現在、公民館では、新型コロナウイルス感染対策として、
すべての講座において人数の規模を縮小し、事前申込み制で
実施しています。講座にご参加の際は、皆様が安心して学習
ができますよう以下の点にご協力ください。

・自宅で検温してからお越しください。
・発熱や体調の悪い方は、参加をご遠慮ください。
・マスクを着用してください。

講座に参加される皆様へ講座に参加される皆様へ

〈図書室のつどい〉

『面白くて眠れなくなる恐竜』

（古生物学者／早稲田大学国際学術院教授）
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水
曜
日
の
午
後
、
国
立
の
上
空
は
厚

い
雲
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
く
に
た
ち

市
民
芸
術
小
ホ
ー
ル
の
ア
ト
リ
エ
は
、

対
照
的
に
、
明
る
く
て
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
熱
心
に
絵
を
描

く
会
員
の
方
の
楽
し
そ
う
な
横
顔
や
、

机
の
上
に
広
が
る
彩
り
鮮
や
か
な
植
物

画
が
、
そ
ん
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

「
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
」
は
、
十
数
年
前

に
芸
小
ホ
ー
ル
が
主
催
し
た
一
芸
塾
の

植
物
画
講
座
の
反
響
を
受
け
て
設
立
さ

れ
た
。
月
に
２
回
芸
小
ホ
ー
ル
に
集
ま

り
、
先
生
が
描
い
た
季
節
の
植
物
画
を

参
考
に
し
て
、
先
生
の
線
画
の
写
し
に

各
々
が
色
を
塗
る
。
２
カ
月
で
１
枚
の

作
品
を
完
成
さ
せ
る
。

こ
の
日
に
皆
さ
ん
が
色
を
付
け
て
い

た
の
は
、
カ
シ
ワ
バ
ア
ジ
サ
イ
と
い
う
、

赤
茶
色
に
染
ま
っ
た
葉
っ
ぱ
と
、
白
い

花
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
花
だ
。

先
生
が
描
い
た
線
画
に
、
透
明
水
彩
で

色
を
足
し
て
い
く
。
透
明
水
彩
は
、
下

地
の
色
の
影
響
を
受
け
る
た
め
に
塗
り

つ
ぶ
し
が
き
か
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り

に
、
下
地
が
乾
け
ば
色
を
重
ね
る
こ
と

が
で
き
、
味
わ
い
が
増
す
。
他
の
画
材

で
は
な
か
な
か
表
現
で
き
な
い
透
明
感

や
爽
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
細
か
い

部
分
ま
で
描
く
た
め
に
、
筆
は
透
明
水

彩
用
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
日
本
画
用

の
も
の
も
使
用
し
て
い
る
。
じ
っ
く
り

と
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
同
じ
線

画
に
色
を
付
け
て
い
る
の
に
、
作
品
に

よ
っ
て
、
感
じ
ら
れ
る
印
象
が
全
く
違

う
。
華
や
か
さ
が
際
立
つ
１
枚
も
あ
れ

ば
、
重
厚
な
雰
囲
気
の
１
枚
も
あ
る
。

ど
れ
も
個
性
的
で
素
敵
な
作
品
だ
。

植
物
の
リ
ア
ル
さ
と
季
節
の
彩
り
を

感
じ
ら
れ
る
こ
と
や
、
描
き
上
げ
た
時

の
達
成
感
が
、
植
物
画
を
描
く
上
で
の

大
き
な
魅
力
だ
そ
う
だ
。

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

日
時
：
隔
週
水
曜
日�

場
所
：
く
に
た
ち
市
民
芸
術
小
ホ
ー
ル

ア
ト
リ
エ

連
絡
先　

佐
山
（
526
）
７
５
５
１�

　
　
　
　
〈
文
・
写
真　

原
田
千
智
〉

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
５
０
〉

植
物
画
ぐ
る
ー
ぷ

ス
イ
ー
ト
ピ
ー

熱心に色を重ねて

Ｆ
Ｃ
ラ
ス
タ
フ
（
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｆ
）

　

３０
代
～
６０
歳
代
の
メ
ン
バ
ー
構
成
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
経
験
の
有
る
方
、

少
し
だ
け
有
る
方
、
男
女
問
わ
ず
一
緒

に
時
間
を
楽
し
め
る
方
、
フ
ッ
ト
サ
ル

を
や
り
ま
し
ょ
う
。
募
集
中
で
す
。

日
時　
毎
週
土
曜�

主
に
昼
３
時
～
夕
６
時

場
所　

市
内
小
学
校　

体
育
館

連
絡
先　

亀
川
090
（
2252
）
２
４
４
３

国
立
市
空
手
連
盟
会
員
募
集　

　

空
手
道
を
通
じ
て
心
身
の
健
全
育
成

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？
全
空
連
、
都
空

連
等
の
登
録
費
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
月
謝
三
千
円
・
但
し
競
技
参
加
費

別
途
必
要
で
す
。
先
着
３０
名
の
み

日
時　
毎
週
月
火
木
土
曜　

夕
６
時
半
～

場
所　

国
立
市
空
手
連
盟
本
部
道
場

連
絡
先　

佐
伯
080
（
7566
）
５
５
８
３

数
学
を
楽
し
む
集
い
（
12
月
期
）

　

植
木
算
関
連
の
パ
ズ
ル
や
数
学
記
号

の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
数
学
の
思

い
が
け
な
い
使
い
方
が
お
分
か
り
い
た

だ
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。
参
加
の
方
は
お
電
話
を

日
時　

１２
月
１２
日
㈯
２６
日
㈯
昼
1
時
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

山
本
（
572
）
１
０
２
８

ひ
ろ
ば

・�予約の重なりのある、なしに関わらず、電話によ
る連絡はいたしません。（ご不明な点は、公民館
へお問い合わせください。）
・�会場調整会へは、１団体１名の方が、手洗い・マ
スク着用等の感染症対策のうえ、第１希望がとれ
なかった場合の別の候補日も想定して、活動日を
決定できる方がご参加ください。
� 公民館☎（５７２）５１４１

ー２月（ロビー３月分）
　会場調整会のお知らせー

申込書のポスト投入期間 １２月５日（土）～２４日（木）

公用使用の貼り出し １２月１１日（金）頃

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日

１２月２６日（土）

会場調整会 1月９日（土）朝１０時～

▶重なり状況

「
ひ
ろ
ば
」
欄
投
稿
規
定

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動

の
お
知
ら
せ
の
場
で
す
。

原
稿
の
締
切
り
は
、
掲
載
希
望

月
の
前
月
７
日
の
午
後
５
時
で
す�

（
７
日
が
月
曜
日
の
場
合
は
、
翌

日
の
８
日
ま
で
）。
原
則
と
し
て

掲
載
月
の
７
日
か
ら
翌
月
６
日
ま

で
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
ま
す
。

公
民
館
備
付
け
の
原
稿
用
紙
に

団
体
名
・
サ
ー
ク
ル
名
を
含
め
て

お
書
き
く
だ
さ
い
。
氏
名
に
は
振

り
が
な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

会
員
募
集
は
６
ヵ
月
に
一
回
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
紙

面
の
都
合
に
よ
り
翌
月
掲
載
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

公
民
館
　
年
末
年
始
の�

�

お
知
ら
せ

12
月
28
日
㈪
～
１
月
４
日
㈪

こ
の
期
間
は
、

公
民
館
全
体
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
２
月
分
の
会
場
調
整
会
は
、

　
　

１
月
９
日
㈯

　
　

朝
１０
時
か
ら
行
い
ま
す
。

参
加
申
込
書
投
入
期
限
は

　
　

１２
月
２４
日
㈭

　
　

夜
１０
時
ま
で
で
す
。

会
場
調
整
会
は
朝
１０
時
ま
で
に

受
付
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。


